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結晶場： 結晶中において，あるイ
オンの位置に他のイオンが作る静
電場の総和。

金属錯体の場合、配位子の負電荷
が中心金属イオンの位置に作る静
電場の総和を同様に結晶場と呼ぶ。

結晶場とは



Co (III)錯体
(a)CN-, (b)NO2

-, 
(c)phen, (d)en, 
(e)NH3, (f)gly, 
(g)H2O, (h)ox2-, 
(i)CO3

2-
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d-d遷移
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Ligandを点電荷とみなす

金属イオンの持つ５つのｄ軌道（五重に縮重）

Ligandの負電荷との静電反発により分裂
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配位子が金属イオンに接近すると
d軌道のエネルギーが分裂

結晶場理論
配位子場理論



配位子の種類，金属イオンの種類で
分裂の大きさΔ0は変わる
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配位子によって
電子配置が変わる
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d-d遷移



d1 – d9 色付き錯体

d10 無色錯体 例えばCu+,Zn2+の錯体





Mn 1s22s22p63s23p63d54s2

錯体の発色の原因はおおまかに, d-d遷移
(LF遷移)

電荷移動遷移(CT遷移)

配位子内遷移 の３つに分類される


